
お客様各位 
 
 外務省より、下記の通りカトマンズ、ポカラに｢十分に注意して下さい｣が発せられました（以前の危険度１注意 
喚起）が、弊社主催の各ツアーに関しまして、予定通りご出発頂けます。 

 尚、お手配旅行・自由行動（旅行）中は十分ご注意下さい。 
 
【主催企画】                    【お申込み】 

(株)ビーエス観光                   (株)エアークリスタル 
（国土交通大臣登録旅行業第 347号）         （東京都知事登録旅行業代 3-5400号） 
〒150-0004 東京都港区新橋 3-2-7           〒160-0018 東京都新宿区須賀町１番地 

恭和ビル４Ｆ                    サントピア四谷１Ｆ 
TEL：０３－３５０２－４０２２            TEL：０３－５３６８－０９５１ 

 
 

  ネパールに対する渡航情報（危険情報）の発出（2008/06/18）   
 
（１）首都カトマンズ、ポカラ：「十分注意してください。」（継続） 

・極西部（ダルチュラ郡、バイタディ郡） 
   ・中西部（ドルパ郡） 
   ・西部（シャンジャ郡、ゴルカ郡、パルバット郡、パルパ郡、タナフン郡、ラムジュン郡、カスキ郡 

（ポカラを含む）、ナワルパラシ郡） 
   ・中部（カトマンズ郡（首都）、バクタプール郡、ラリトプール郡、パルサ郡、マハッタリ郡、サルラヒ郡、 

マクワンプール郡、ヌワコット郡） 
   ・東部（サンクワサバ郡、タプレジュン郡、サプタリ郡、スンサリ郡、ジャパ郡、ダンクタ郡、イラム郡、 

ソルクンブ郡（ソル地区）、テラトゥム郡、パーチタル郡、モラン郡、オカルドゥンガ郡） 
    

上記の群は、マオイストの影響力が比較的弱かった地域です。2006年 4月以降、マオイストの軍事活動は 
みられませんが、金銭教養、拉致、暴行などの暴力行為は継続発生しており、また、交通事故等に起因する 
トラブルが放火や透析行為を伴う暴力的なでも行動に発展したり、強盗事件等の一般犯罪が多発傾向にあり 
ます。つきましては、上記地域へ渡航する際は、最新の治安情報を入手し、慎重に渡航計画を立てて下さい。 

    
治安情勢は常に変化しています。渡航に際しては、事前に在ネパール日本国大使館や旅行会社等に最新情報 
を問い合わせるとともに、渡航中も情報収集に努めてください。特にバンダ（強制的ゼネスト）期間中は、 
ほとんどの交通機関が運行を停止し、各種商店も閉店するため、注意が必要です。 

    
 

（問い合わせ先） 
○外務省領事局海外邦人安全課（テロ・誘拐に関する問い合わせを除

く） 
  東京都千代田区霞ヶ関 2-2-1 
  電話：（外務省代表）03-3580-3311 （内線）5140 
○外務省領事局邦人テロ対策室（テロ・誘拐に関する問い合わせ） 
  東京都千代田区霞ヶ関 2-2-1 
  電話：（代表）03-3580-3311 （内線）3679 
○外務省海外安全相談センター 
  東京都千代田区霞ヶ関 2-2-1 
  電話：（代表）03-3580-3311 （内線）2901 
○外務省海外安全ホームページ http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

携帯電話用： http://www.anzen.mofa.go.jp/i/ 
○在ネパール日本国大使館 
 （所在地）1253 Narayan Gopal Sadak Panipokhari,Ward 

 No3,Kathmandu Nepal (p.o.Box 264) 
  電話：（977-1）442-6680、 

    


